


序 

厚生省児童家庭局母子衛生課の御尽力により「小児慢性腎疾患の予防管理治療に関する研

究費」が昭和 60 年度に予算化され,研究班が発足して 1年が経過し、ここに初年度の研究

報告書を刊行することになった。 

国は腎不全対策として,その終末像である慢性腎不全患者の救命のための人工透析療法,又,

社会復帰のための死体腎移植等の諸施策を進めている。 

本研究班の目的は,表題に掲げた如く,小児期に発症する腎疾患の慢性腎不全への移行を予

防する方策を見出し普及することにある。しかし,それには疫学調査に基づく全体像の把握

及び,地方特性等の基礎がためをすると共に,それに基づきより効果的な管理方式,管理シ

ステムを研究し,明確な管理条件を設定すると共に,それぞれの病期における病態,生理学

的常態やその機序等を解明する必要がある。又それに対応するそれぞれの病期の治療方法

の確立をしなければならない。さらに,発症原因についての解明と Host側の条件等も解明

しなければならないであろう。こうした発症から予防に渉る総合的な研究を目的として発

足したのであり,既知の諸基礎知識に立脚した研究をより深め予防管理システムを作製す

ることは,従来の研究では十分でなかったことであり,研究班員全員の協力と調和こそ目的

達成の要であろう。 

幸い,このような難題に取り組んでいただいた,研究協議会常任委員各位,治療開発研究班

北川照男班長,予防管理研究班酒井糾班長,特定課題研究班橋爪藤光班長並びに,各分担班

長及び全国に広がる各研究参加の諸先生の非常な御努力で,初年度の研究で研究の開始が

遅れ,十分な時間もなかったにもかかわらず,この報告書にみるが如き立派な成果を得るに

至ったことに対し,敬意と謝意を表する。 


